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高周波アンプを活用した圧電素子の駆動
非接触給電コイル、超音波センサなどの高周波化が進み、数十ＭＨｚから数百ＭＨｚで動作するデバイス
の開発が進んでおります。これに伴い、高周波化によるバイポーラ電源を活用したデバイスの評価は困難
となっており、代わりに高周波アンプが活用されるようになっています。
　そこで、高周波アンプを活用したこれらの高周波デバイスに対応する評価例以下に示します。

駆動対象 圧電素子、圧電薄膜（圧電高分子膜 P(VDF-TrFE)）など
駆動波形 ゼロレベルを中心に変化する正負対称のサイン波、バースト信号を高周波アンプで増幅し 
 た信号で駆動。 バイアスティーを用いた負性信号駆動。

接続例
岩通取扱いの使用測定器
① 信号発生器 AWG-4102　300MHz

② RFアンプ A1020-180-400　400MHz

③ オシロスコープ DS-8104　1GHz　12ビット
⑦ BNCアダプタ BNC Adaptor 5.0L

⑧ 高電圧プローブ PHV-661L-RO

①任意信号発生器　AWG4000シリーズ

②高周波アンプ
A1020-180-400

③オシロスコープ
DS-8000シリーズ
1GHz　12ビット

⑥N（P）-BNC（J）

⑦BNCアダプタ5.0-L

⑧高電圧プローブ
PHV-661L-RO

高周波
小信号アンプ

両端BNC（P）同軸ケーブル

背面BNC（J）

4mmバナナ（P）-GND端子ワイヤー

4mmバナナ（J）

④
整合器

⑤T分岐
N（J）

デバイスに応じてアダプタを取り付け

超音波振動子

両端N（P）同軸ケーブル

N（J）

N（J）

N（J）④整合器



さらにインピーダンスが低い場合

更に低インピーダンスの測定には、④整合器の後段にトロイダルコアなどを活用したバランを負荷と整合器の間に挿入して使いま
す。　非常に低いインピーダンスを駆動しなければならない場合は、不整合による歪みが大きく現れることがあります。
※ 高周波利用設備の設置の許可の申請が必要となります。電波法第１００条第１項及びその関連規定のご確認をお願いします。
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